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鹿児島市

1
“アジアの日常化”の推進

～国際化・アジアとの交流推進

アジアを知ろう ネクスト“アジア・鹿児島”イノベーション戦略

アジアのワクワク、シェアしよう！
かごしまアジア青少年芸術祭

鹿児島の素晴らしい魅力を東南アジアで発信しています！

主な国・
地域の紹介

中国

鹿児島市では、明治維新から１５０周年の節目に、“次の時代”を見据え、アジアとの人・も
の・情報の多面的な交流を成長エンジンとして、鹿児島の新たな活力を生み出すため、本
市とアジア各国・地域との関わりについて、１０年後を見据えた長期的な目標を明らかにす
るとともに、市民、ＮＰＯ、事業者をはじめ、本市、国や県などの関係機関、大学などが一体と
なった取組等の大綱を示す「ネクスト“アジア・鹿児島”イノベーション戦略」を策定しました。皆さん、かごしまアジア青少年芸術祭をご存じですか？

アジアの各国・地域から青少年が集い、各国の音楽や舞踊などを
披露する音楽祭のほか、ダンスなどの野外ステージ、アジア各国の
料理が楽しめる屋台、アジア体験ブースなど、鹿児島に居ながらに
してアジアを体感できる２日間のイベントです。

2006年から始まったこのイベントの大きな特徴の一つが、企画から広報、準備、当日の運営ま
で、鹿児島のたくさんの青少年が携わっていること。中学生から２０代の社会人まで約100人のボ
ランティアスタッフが、３つのワーキンググループに分かれて活動しています。

私は、中学３年生のときに、先輩の話を聞いたことがきっかけで初めてボランティアに参加しま
した。３回目の今年は「国際交流部会」で活動。日本の縁日を体験してもらう企画や、台湾の皆さん
の案内に携わりました。

期間中、普段勉強している英語で実際に会話ができることが貴重な経験でうれしかったですし、
逆にアジアから来られた皆さんから日本語で話しかけられることも多く、すごく身近に感じました。

最近、まちなかでもアジアからの観光客を目にすることが多くなってきました。イベントのとき
だけではなく、普段からもっと積極的に交流を深めていきたいと思っています。

私は、現在シンガポールに住み、県ＡＳＥＡＮディレクターとして、鹿児島産
の食材を東南アジアに広めるとともに、鹿児島への旅行客を呼び込むため、
東南アジア諸国で開催される旅行博や食品フェアに参加したり、現地企業や
一般人向けに鹿児島の魅力を発信するセミナーなどを開催しています。

そのほか、SNSを活用したマーケティングを通じて、鹿児島の食材や観光
地のブランディングも図っています。

鹿児島には見どころが多いですが、東京や大阪、北海道といったメジャー
な観光地に比べると、まだまだ東南アジアでの知名度は低い状況です。今後もシンガポールを拠点に、地道
に鹿児島の良さをPRしていきたいと考えています。

また、鹿児島の特産品のクオリティの高さを知ってもらい、東南アジアの皆さんに食材をはじめとした鹿
児島の物産をもっと買ってもらえるようになるとうれしいですね。

策定の趣旨

《戦略の体系図》

２０１８年度～２０２１年度(４年間)

※「目指す姿」などの基本的な方向性について
は、１０年後を見据え、計画期間中だけでは完了
できない長期的視点に立った課題や取組を踏ま
えたものとします。

期間
本戦略の推進により、市民一人ひとりが、

アジアの人・もの・情報と出会い、また結びつ
くことにより、新たな気付きやアイデアが生
まれ、アジアの人々との交流がさらに深ま
り、ネットワークが拡大することが期待され
ます。

また、アジアとの交流の深化・拡大の好循
環を生み出すことで、本市の新たな活力に
つながる地域社会の革新“イノベーション”
の創出につなげます。

国際交流センターの活用やかごしまア
ジア青少年芸術祭など鹿児島市国際交流
財団による取組等を通して、市民が鹿児島
に居ながらにして、アジアの人々とふれあ
い、各国・地域の言葉や伝統文化、食など
を体感できる機会を創出します。

イノベーションの創出へ向けて

・ 市民にとってアジアが日常的な、身近なものになっている
・ アジアからの留学生など多くの外国人が本市で暮らし、活躍している
・ 観光やビジネスで本市とアジアを人々が活発に行き来している
・ 市民や事業者が、アジアを舞台に積極的にビジネスを展開している

鹿児島玉龍高等学校 ２年
肥後　美月さん

鹿児島県ＡＳＥＡＮ
ディレクター

許 原韶 ケナードさん

日本の地方都市から“アジアの中核都市・ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ ＣＩＴＹ”へ

目指す姿

将 来 像

基本方針 主な取組 重点プロジェクト ※基本戦略の推進に向けた重点的・先導的な取組

“アジアの日常化”の推進
～国際化・アジアとの交流推進

未来を担う子ども・若者

アジアの活力を鹿児島へ
～アジアからの誘致促進

中国・韓国・シンガポール・
タイ・ベトナム・台湾・香港

鹿児島からアジアへ
～地域産業の海外展開の促進

中国・韓国・シンガポール・
タイ・ベトナム・台湾・香港

主なターゲット

主なターゲット

主なターゲット

①市民レベルの国際化の推進 “かごしまでアジア”ふれあい体感プロジェクト

世界遺産をはじめとした鹿児島ならでは
の“ストーリー”を生かし、鹿児島オリジナル
の魅力を体験できる観光コンテンツの創出
に取り組みます。

また、アジアからの観光客のニーズに合
わせ、健康や医療、スポーツ、ブライダルなど
テーマ性を持った多様なニューツーリズムも
推進します。

“アジアに響け！ KAGOSHIMA　STORY”
魅力創出プロジェクト

鹿児島の事業者とアジアの人的ネット
ワークづくりを進めるとともに、海外展開に
チャレンジする事業者等の情報収集を支援
します。

また、海外取引に関する支援機関などと
連携し、アジアにおける成功事例の情報提
供や横展開を促進します。

“かごしま＠アジアネットワーク”連携強化プロジェクト

②アジアとの交流推進

③アジアとの交流基盤の整備促進

●留学生と市民との交流推進
●多文化共生の地域づくりの推進

●外国人も安心・安全に暮らせるまちづくりの推進
●国際感覚豊かなひとづくりの推進　など

●アジアとの交流の深化
●アジアとのスポーツ交流の推進

●アジアから本市への留学の促進
●アジアにおける交流拠点の形成

●関係機関・団体等と連携した海外航空路線の誘致・維持
●国・県と連携した港湾施設の整備促進

基本戦略 基本方針

●アジア各国・地域のメディアの状況に合わせたプロモーションの実施
●メディア、ブロガー などの招聘や連携、映画等のロケ誘致などによる効果的な情報発信の実施

●アジアからの留学生等の活用促進
●アジアからの人材の活用や創業等に関する調査・研究

●アジアへの販路開拓・拡大に向けた展示会出展事業者等への支援
●県や関係機関等との連携によるアジアにおける鹿児島ブランドの強化促進
●アジアとの海外取引に向けたクリエイティブ産業との連携促進
●農林水産物に関するアジアでのニーズの把握と産地への情報提供や研修会の開催
●ＩＣＴなど新たな技術を活用したアジアへの販路拡大に向けた取組の促進　など

●海外情報の提供・相談
●海外展開へ向けた支援機能の充実

●地域資源の磨き上げやイベント等の充実など新たな魅力づくり
●外国人観光客受入体制の充実
●多様なニーズに対応したＭＩＣＥ等の誘致
●クルーズ船の誘致・受入体制の充実

①戦略的な「ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ ＣＩＴＹ」
　プロモーションの展開

②アジアからの観光客誘致による
　“稼ぐ観光”の推進

③アジアからの人材等の活用促進

①本市の特性を生かした
　アジアへの販路拡大の促進

②市内事業者のアジアへの
　海外展開の支援

アジア

アジアの活力を鹿児島へ
～アジアからの誘致促進

人・も
の・情
報
の
交
流

アジアとの出会い・
結びつきによる
イノベーションの
創出
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鹿児島からアジアへ

～地域産業の海外展開の促進
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人 口
面 積

首 都
言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約13億7,600万人
約960万㎢

（日本の約26倍）
北京
中国語
約11兆2,183億ドル
　　　　  約8,113ドル

韓国

人 口
面 積

首 都
言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約5,127万人
約10万㎢

（日本の約4分の1）
ソウル
韓国語
約1兆4,112億ドル
　　　　  約27,524ドル

香港

人 口
面 積

言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約734万人
約1,106㎢

（東京都の約半分）
中国語(広東語)、英語など
約3,208億ドル
　　　　  約43,661ドル

台湾

人 口
面 積

主要都市
言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約2,357万人
約3万6,000㎢

（九州よりやや小さい）
　 台北、台中、高雄
中国語（台湾語）など
約5,732億ドル
　　　　  約24,337ドル

タイ

人 口
面 積

首 都
言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約6,572万人
約51万4,000㎢

（日本の約1.4倍）
バンコク
タイ語
約4,069億ドル
　　　　  約6,033ドル

シンガポール

人 口
面 積

言 語

ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約561万人
約720㎢

（東京23区と同程度）
マレー語、英語、中国語、
タミール語
約3,346億ドル
　　　　  約59,627ドル

ベトナム

人 口
面 積

首 都
言 語
ＧＤＰ
一人あたりＧＤＰ

約9,370万人
約32万9,200㎢

（日本の約9割）
ハノイ
ベトナム語
約2,235億ドル
　　　　   約2,385ドル

シュ ユエンシャオ

区　分 国・地域名
東アジア(7)

東南アジア(11)

南アジア(7)

韓国、中国、モンゴル、北朝鮮、台湾、香港、マカオ
インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、東ティモール、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、
ミャンマー、ラオス

インド、スリランカ、ネパール、パキスタン、バングラデシュ、ブータン、モルディブ


